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香 港 の 幼 ．児 教 育 事 情 と 荘 港 目 本 ．人 が カ
ー・か え る 教 育 の 問 題 に つ い て

第　二 　報

神　 保 和 　孑

1　 序

　第
一

報を基 に 、乳 幼 児 か ら小 学 恬学年 の 児 童 を も つ

在港 日 本人 を対象 に 、　「子 膏 て に 関 す る 実 態調査 」 を

実 施 し た。
　 そ の 結果 、 香港 と い う地域性

・
特異性 が 認 め られ る

もの の 海 外 で 生 活 す る 日 本 人 の 子 育 て 及 び 数 育 に 関 す

る 悩 み 等 の 問 題 が 浮 き 彫・
り に さ れ て き た 。

　 日 本 社会 で は
”
国際化

’
と い う こ と が 声 高 に 言 わ れ

て い る が、滋外 勤 務 者 の 堪 加 と 璽 的 変 化 の 中 で そ の 実

態 に 迫 る こ と も意 義 深 い の で は な い か 。

　 奚 際 に 海 外 で 生 活 し子 育 t を す る 者 の 一
人 と し て 、

こ の 問題 と取 り組み 日 本 社 会 の 国 際 化 の 理 状 に つ い て

考 え て み た い 。

2　 調 査の 概 要

　1） 酬 査の 方法 　 　 　 　 質 問 概 法 に よ る

　 2） 認 査 期 間 及 び 対 象

　 　 　 ・19B8 年 9月〜11 月

　 　　・香 港 在 住 の 日 本入 で 乳幼児〜小 学 校 低 学 年 の

　 　　 児 重を も つ 親 　 　200 名

　 　　・回 収総 数 及 び 回収率

　 　 　 　 図 収 総 数 　 　 　 199 名

　 　 　 　 回 収率 　 　 　 　 　99 ．　5 ％

　3） 調 査 内 容

）
　
）
　
）

134

》5

｝§

卩
ー

）
　
）

89

対 象 児 の 年 齢 　　　　鵞）親の 香 港 滞 在年 数

親 の 香 港 以 外 の 海外駐 在経 験の 有無

在 園 児
・在校 生 に つ い て

・在園及 び在校 す る 教育機関 の 種 類

・そ の 選 択理 由

未就灑 児に つ い て

。碍 来 志望す る教育機関の 種類

・そ の 選択理 由

未 就嚮児 に つ い て

・プ レ イ ル
ー

ム 等 の 利用 状況

・そ の 選択理由

お稽 古 峯 に つ い て

・有無

・種類数及び 拘束 され る H 数

・
お 穩 古 事 の 内容

海 外 に お け る 子 育 て の メ リ ッ ト

海 外 に お け る 子 育 て の デ メ リ ッ ト

1fi） 在 園
・在学中 の 教 育機 関 に 対 す る悪 見 要望

11） 帰 国 時 に 入 学 （園 ） 及 び 編 入 す る 園 ・小 学 校 に

　 　対 す る 要望

3　 調 査 結 果

集計 上 の 、或 い は 結果の 比 較 検討 の 便宣を 醫 る為 に

未 就 圃児 ・就 園 児
・
小 学低学年 児 童 に 分類 して 報 t：す

る 。

　1）蛎象 児 の 年 齢内 訳

　 未 就 園 児 （e〜3才）

　 　幼 稚 園 児 （2 〜6 才）

　　小 学磐学 年児 童

2）香 港 滞 在 年 数

　　1 年未満 　　29 ％

　 　 2〜3年 　 　14 ％

　 　 4 − 5年 　 　 　9 ％

80 名

86 名

33 名

1〜2年

3・v4 年

5年 以．ヒ

3｝香 ms　PJ外 で の 海 外 駐 在 経 験 の 有 無

　 　 有 　 　 　 　 　 14 ％ 　 　 無

4）在 薗 児 の 在 籍 す る 教 育 機 関

　 　 日 本 入 幼 稚 園 　63 ％

　　英 文幼 稚園 　 　33 ％ 　 　そ の 他

　 ＊ 選 択 理 由

　　1 言 葉 の 闘 題

申 文 幼 稚 園

　 　 2 日 本 人 と して の 教 育 を 聖 視

　 　 3 通 園 の 利 梗 性

　 　 4 外 国 文 化 に 触 れ さ せ る 為

　 　 5 友 人 が い る か ら

　 　 6 そ の 他

　 在 校 児 童 の 在 籍 す る 教 育 機 関

　 　 日 本 人 学 校 　 　 97 ％

　　英文小 学校　　 　 o ％

　 ＊ 選 択 理 由

　 　 1 日 本 人 と して の 數 育 を 童 幌

　　2 言葉 の 問題

　 　 3 友 入 が い るか ら

　　4 遣学 の 利便牲

　　5 外国文化 に 触 れ させ る 為

5）未 就 園 児 の 志 望 す る 數 育 機 閧

　　 日 本入幼稚園　 56 ％

　　英文幼稚園　　 39 ％

　 ＊ 選 択 理 由

　 　 1 遍 圃 の 利 便 性

　　2 言 葉の 問題

　 　 3 日 本 入 と し て の 教育 を 重 視

　 　4 外 国 文 化 に 触 れ させ る 為

　 　 5 友 入 が い る か ら

　　6 そ の 他

44 ％

43 ％

33 ％

21 ％

21 ％

　 3 ％

18 ％

15 ％

　9％

86 ％

％

％

13

中文 小 学 校 　 　 o ％

そ の 他　 　　 　3 ％

T9 ％

22 ％

15 ％

12 ％

　 3％

中文幼稚園　 　 o ％

そ の 他　　　 　 4 ％

40 ％

33 ％

24 ％

24 ％

16 ％

　 5 ％
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6）未就園児 の プ レ イル
ー

ム 利 用 状 況

　　通 っ て い る 　 　38 ％ 　 　い な い 　40 ％

　　今後通 う予定 　 20 ％

＊ プ レ イ ル
ーム の 種 類

　イ ン タ
ー

ナ シ ョ ナ ル 　 65 ％ 　日 本人 向け 　 24 ％

＊ 選択 理 由

1 同年 齢 の 友 達 を 求 めて

2 集 団 に 慣 れ さ せ る 為

3 遊び 場を 求め て

4 通 園 の 利 便 性

5 異 国 の 人 と触 れ あ う為

6 言 葉 の 問題

7 そ の 他

7）お 稽 古 事 に つ い て

63 ％

59 ％

35 ％

20 ％

15 ％

7％

4 ％

＊ して い る 　
・
未 就 薗 児 　 13 ％ ・就 園 児 　 73 ％

・小 学 低 児 　 94 ％

　して い な い ・
未 就 園 児

　 　 　 　 　 ・小 学 抵 児

　今 後 す る　 ・未 就園児

　 　 　 予定 ・小 学 低 児

＊ 種 類 数

68 ％ 9 就 園 児 　1T ％

3 ％

18 ％ 呷就 園 児 　 10 ％

　 1 ： 未就園 　 BO ％ ・毅 園

　 23 未 就園 　 20 ％ ・就 園

　 3 ： 就 園 　14 ％ ・
雇、学 低

　 4 ； 就園 　 　3 ％
・
小 学 低

＊ 拘束 さ れ る 日数

遷 1 ：未 就 園　 巳 o ％
・
就 園

　 2 ；未就園　 20 ％
・
就 園

　 3 ： 就 園 　 30 ％ ・小 学低

　 4 ：就園　 　 3％
・小学低

　 5 ： 小学 低　 6 ％

＊内容

学 習塾 ：就 園

語学 ： 未 就

3％

52 ％ ・t］、学 低

20 ％ ・rj、学 低

25 ％

1％

40 ％
・
小 学 低

33 ％ ・
｛h学 ｛臣

28 ％

16 ％

5 ％ ・，J、低 　13 ％

19 ％

41 ％

16 ％

31 ％

5 ％
’覦園 　且0 ％

・rgN 低 　53 ％

ビ ア ノ ： 未 就 　21 ％ ・就園

バ レ エ ： 未就

　水泳 ： 未就

　体 操 ： 未就

柔 剣 遺 t 就 園

　野 球 ： 小 低

5 ％
・就圃

31 ％ ・小 低

28 ％
・，J、｛底

53 ％
・
就 園 　41 ％ ・JJ丶｛底

13 ％
・
就 園 　 18 ％ ・小 低

9％ ・小 低 　 19 ％

13 ％

8）海外に お け る 子 育 て の メ ワ ッ ト

69 ％

22 ％

28 ％

5 ％

外 国語 の 習 得 ： 未 　 26 ％ ・園 　30 ％
・小 　 21 ％

日 本で は で き な い 経 験 ： 未 　 70 ％ ・鬩 　84 ％ ・小 　 91 ％

国 際 性 が 身 に つ く ： 未 　 15 ％ ・園 　 24 ％ ・小 　 24 ％

海 外の 教 育情報 ： 未 　5 ％ ・園
』
5 ％ ・小 　3％

広 い 視 野 を も て る ： 末 　 1％ ・園 　 14 ％ ・小 　 2T ％

異 国 の 友 人 を碍 る ： 未　 34 ％ ・園　 33 ％ ・
小 　 33 ％

そ の 他 t 夫婦が
一致協 力 で き る

　 　　日 本 入 と し て の ア イ デ ン デ a テ ィ
ーの 早期 確 立

9）海 外に お け る 子 育 て の デ メ リ ッ ト

　言葉 の 習得 ： 未　 34 ％ ・園 　 27 ％ ・小 　 21 ％

　 日本 の 社会生 活無知 ： 未 　 28 ％ ・園 　 27 ％ ・小 　 24 ％

　遊 び場 が な い ： 未 　75 ％
・
園 　83 ％

・小 　79 ％

　嶺塾康管理困難 ：爿ヒ　34 ％ ・園 　37 ％ ・刈、 　15 ％

　教 育惰報 の 不 足 ： 未 　24 ％ ・園 　27 ％ ・小 　18 ％

　　友 人 が 少 な い ： 未 　 16 ％ ・瀰 　 16 ％ ・小 　 18 ％

　　助 言者 が い な い ： 未 　18 ％ ・園 　9 ％ ・小 　15 ％

　　親 の 不適応 の 影響 ： 未　 1 ％ ・園 　 5 ％
・
小 　 1％

　　そ の 樋 ： 教 育の 畏期 的計襾が 不 可 能

　　 　 　　 家 族構成 の 小 さ さ 　 ・交友関係 の 狭 さ

10） 1 運 動 場 ・遊 び場 ・砂 堝 が な い

2 日 本 人 学 校 ・園 の 教師 の 資 質 （選 択 の 余 地 が 無 い ）

3 教宵 の 相 談椴開 が 無い

　 　4 黨然 と 親 し む機 会 が少 な い

　 ．5 英 文 幼 稚 圃 で は圓 と の 連 緒 が少 な い 、或 い は 圃 難

　 　6 海外 に つ い て よ り深 い 理解が で き る 教育 内容 を 望む

　 　7 早 期 外 国 語 教育 等 日 本 に な い メ リ ッ トは 漱迎

11）1 異文化体験を 貴黶 な もの と し て 捉 え 教 師 も他 の 子 も

　 　 　それ を 共 有 で き る よ う な 配 慮

　 　2 不 適応 等 の 問題が 生 じ た場合 の 対 処 ・家 庭 と の 連膀

3 特 別 視 ・偏 見 な く接 して ほ し い

4 海外に い て 体験不足 の 為 劣 る 点 に つ い て 理解 t津し い

4　考察

　 日 常生擠 面 で は遊び 場 が な し＼ そ の 為 お稽 古 事 の 比
重が 多 くな る 、体験不 足か ら くる 運動 面 の 遅れ 等 の デ
メ ワ ッ トが あ る が 、日 本 か ら の 情報入手 も比 較 的 容易
で あ り在 住 邦 入 の 数 も多 く日 本人 学校 ・園 も あ っ て 殆
ど 国内 に い る の と変わ りな い 教育 の 享 受 は 可 能で あ る。
　 しか し 教 育 産 業 の 進 出 も 數 育 情 報 の 流入 も受験前 の

小 学 高 学 年 ・中 学 生 対 象 の もの に 偏 り幼 年 期 に 関す る

情報や ケ ア が 少 な い こ と に 親 の 不 安 が起 因 して い る。
　

一
方 これ か ら言 語 を 習得す る段 階 の 乳幼 児 に お い て

樋 言 語 を 入れ て 混乱 させ た くな い と い う．配 慮 か ら 日 本
人 向 け 教育機 関 を選択 す る 親が 多 い 。英 文幼稚園児 の

中．に は教師 と の 英語 を 媒介 と す る 意 志 の 疎通 が で きず
不 適 応 に 陥 る ケ

ー
ス も あ る。ま た ク ラ ス の 中 で 日本 人

の 子 同 士 が 固
．
ま っ て 行動を と る 現状に あ る。だが 日 本

人幼稚園 ・学 校共定員 が限 られ て お り、や む な く英文
園 に 在 園 して い る ケ

ー
ス も多 い 。

　香 港 の 幼 稚園 は第 一報 で 報 告 し た よ う に 授 業 形 式 の

知育偏麗 カ リキ ュ ラ ム で あ り、萇子 を 英 文 園 に 行 か せ
た 親 に 次 子 に は 日 本 人 園 を望 む 声 が 高 く、．教育制度Q
柑 違 が 問題 に な っ て い．る。
　親 の 姿勢 と し て も 日本 指 向 が 高 く日 本入 コ ミ テ ィ の

中で 満足 し異国文 化 に 親 しむ 機会 を 閉 ざ し が ちで あ る

こ と も特 徴 的 で あ る 。

“
国際化

”
が ど の よ うな コ ン セ

プ トを もつ の か曖昧な 点 を今 後 更 に 追求 した い 。
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